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益城の文芸

　

ガ
ソ
リ
ン
は
自
動
車
の
燃
料
に
使
わ
れ
る
な

ど
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
お
い
て
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
し
か
し
、
ガ

ソ
リ
ン
は
消
防
法
上
の「
危
険
物
」に
該
当
し
、

過
去
の
事
件
・
事
故
に
よ
り
、
そ
の
取
り
扱
い

の
規
制
強
化
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ガ
ソ
リ
ン

携
行
缶
な
ど
の
貯
蔵
・
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

今
一
度
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
ガ
ソ
リ
ン
の
保
管
に
つ
い
て

・
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
利
用
者
自
ら
が
ガ
ソ
リ

ン
を
容
器
に
入
れ
る
こ
と
は
厳
禁
で
す
。

・�

ガ
ソ
リ
ン
を
容
器
に
入
れ
て
保
管
す
る
場
合

は
、
必
ず
消
防
法
令
に
適
合
し
た
金
属
製
携

行
缶
な
ど
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

 

益
城
西
原
消
防
署　

☎
２
８
６
︲
２
１
１
９

　

歩
行
者
と
自
動
車
と
の
交
通
事
故
の
う
ち
、

歩
行
者
の
死
亡
事
故
の
約
７
割
は
道
路
横
断
中

に
発
生
し
た
も
の
で
す
。
自
動
車
の
運
転
者
だ

け
で
な
く
、
歩
行
者
も
注
意
し
て
、
道
路
横
断

の
ル
ー
ル・
マ
ナ
ー
を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
意
外
と
知
ら
な
い
道
路
横
断
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー

・
付
近
に
横
断
歩
道
が
あ
る
場
合
は
、
必
ず
横

断
歩
道
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
自
動
車
が
道
路
を
通
過
す
る
直
前
・
直
後
に

道
路
を
渡
る
の
は
大
変
危
険
で
す
。
ま
た
、

バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
の
前
後
か
ら
道
路
を
渡
る

こ
と
も
、
運
転
者
の
死
角
に
入
り
込
み
、
気

付
か
れ
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

・
道
路
は
斜
め
に
渡
ら
ず
、
真
っ
す
ぐ
最
短
距

離
で
渡
り
ま
し
ょ
う
。

防災行政無線 防災行政無線で放送された内容が電話で確認できます。
自動応答電話　☎ 286-0888

道
路
の
横
断
は
正
し
く
安
全
に

ガ
ソ
リ
ン
の
取
り
扱
い
に
注
意
！

令和 7 年 町内の
事故・事件の発生状況

令和 7 年
町内の火災等発生状況

発生区分 4 月中 累計

火災

建物 0 3

車両 0 0

林野 0 0

その他 0 0

警戒出動 1 6

救急出動 152 628

救助出動 1 3

事故・犯罪
区分 4 月中 累計

人身事故 2 11

物損事故 76 265

空  き  巣 1 1

自販機狙い 0 0

万  引  き 0 3

オートバイ盗 0 0

自転車盗 0 0

車上狙い 0 2

◆
交
通
安
全
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

◆
防
火
と
救
急

御
船
警
察
署　

☎
２
８
２-

１
１
１
０

危
機
管
理
課　

☎
２
８
６-

３
２
１
０

問

問

・
ガ
ソ
リ
ン
を
保
管
す
る

場
合
、
必
要
最
低
限
の

量
と
し
、
火
の
気
が
な

く
、
温
度
変
化
が
少
な

い
安
全
な
場
所
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

・
夕
方
・
夜
間
は
歩
行
者
が

思
っ
て
い
る
以
上
に
運
転

者
か
ら
見
え
ま
せ
ん
。
明

る
い
服
装
や
、
反
射
材
・

ラ
イ
ト
の
活
用
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

Vol.529 「カタル」って大事！

城町地域共生セン
ター「カタル」が４

月１日にオープンしました。「カタル」という愛
称には、熊本弁の「参加する」という意味と、「語
り合う」という２つの意味が込められています。
　この施設は、町公民館、男女共同参画センター、
地域ふれあい交流館の３つの機能を併せ持って
います。また、年齢・性別・国籍にかかわらず
全ての人たちがここで学び合い交流することで、
人と人、人と地域を結び、地域の活力となって
ゆく施設を目指しています。
　さて、皆さんは地域の中で、「カタル」ことが
できていますか。
　令和 6年 10月に総務省が実施した調査による
と、「地域での付き合いをどの程度しているか」
という問いに対し、「付き合いをしている」と回
答した人の割合は 54％でした。これは、10 年
前の同調査での 68％と比較すると、減少傾向を
示しています。
　この調査結果から、地域における人々の交流
が減少し、人間関係の希薄化が進んでいること
が分かります。
　確かに、現代社会では地域との関わりが以前

ほど不可欠ではなくなっています。しかし、自
ら進んで「カタル」ことを心掛けないと、周囲の
人々との関わりが失われ、孤立してしまう恐れ
があります。一人一人が「カタル」ことを意識し、
積極的に交流することで、多くのつながりが生
まれます。そのつながりが広がることにより、
人と人との絆が深まり、地域社会での孤立を防
ぎ、誰一人取り残されない社会を作ることが可
能になります。
　地域共生センター「カタル」は、このような社会
づくりの一端を担うために誕生しました。皆さ
んも、気軽に「カタル」を訪れ、語り、学び合い、
交流の場を広げてみませんか。

益

町役場仮設庁舎跡地に建設された地域共生センター「カタ
ル」。地域の人々もそうでない人も、ぜひこの施設に立ち
寄ってください！
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と
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と
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あ
や
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安
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守も
り
住ず
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孝た

か
子こ

吹
く
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を
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け
て
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ょ
う
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増ま

す
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木
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郁い

く

断
捨
離
で
質
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と
な
り
し
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な
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と

う
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に
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耕
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友
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け
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木
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う

子こ

年
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い
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と
つ
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縁
無
き

虫
歯
美お

味い
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県
道
に
連
な
る
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木
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ま

田だ　
隆た

か
子こ

矢や

車ぐ
る
ま

草そ
う
見
上
ぐ
る
先
の
鯉こ

い
の
ぼ
り

木
山　
本ほ
ん

田だ　
龍り

ゅ
う

子こ

堆
肥
す
る
緋ひ

木ぼ

瓜け

に
話
し
か
け
な
が
ら

古
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今い
ま
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う
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ど
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だ
み
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う
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く

躑つ
つ
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縁
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由ゆ
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子こ

箸
持
て
ば
ど
ん
と
居
す
わ
る
初は

つ
鰹が

つ
お

安
永　
福ふ

く
山や

ま　
友と

も
子こ

花
終
へ
し
鎮
守
の
杜も

り
の
楠く

す
若わ

か
葉ば

惣
領　
野の

宮み
や　

逸い
つ
吉よ

し

登
園
の
孫
と
つ
な
ぐ
手
嬉う

れ
し
い
な

広
崎　
辻つ
じ　
恵え

美み

子こ

猫
跨ま

た
ぎ
元
手
も
取
れ
ぬ
釣
果
か
な

赤
井　
増ま
す

岡お
か　
酔す

い

粋す
い

年
老
い
ぬ
何
か
に
つ
け
て「
あ
り
が
と
う
」

小
池　
滝た
き

川が
わ

美み

智ち

子こ

※ 

末
武
先
生
は
都
合
に
よ
り
、
選
歌
を
お
休
み
し
て
い
ま
す
。

物
価
高
も
う
年
金
で
は
追
い
つ
か
ぬ

惣
領　
野の

の々

口ぐ
ち

ト
ミ
子こ よ

し
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